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【概要】

将来、病院の栄養士を希望する学生が、臨床栄蓑学実習ll（臨地実習）で学んだ知識や技術を用いて、実際に栄養アセスメントを行い、
食事療法の立案、実施、評価と続く応用的な理論と技術の習得を目的とする。医療の場で2週間学ぶ。

［学習目標】

1. 臨床栄養分野への理解を深める。

2.臨床栄養に関する知識と技術を実践的に統合できる。

3.専門職としての自覚を高め、職業倫理を身につける。

4.個別症例において、栄養アセスメント、献立作成、栄養指導などを体験し、食事に関連する医学的、社会的側面も学ぶ。

5.事例体験の概念化、理論化の訓練を行う。

回

数 授業計画又は学習の主題

1.実習期間

5~7月中の 2週間（予定）

2.実習施設

•新潟市内および近郊の病院

・県外出身者の一部は地元の病院

3.実習内容

・個別症例において、栄蓑アセスメント、献立作成、栄養指導などを体験する。

・栄蓑指導に関連する医学的、社会的側面を学ぶ。

・事例体験の概念化、理論化の訓練を行う。

4.実習方法

.,施設2~3名のグループを編成して実習
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番号1学習方法・学習課題又は備考・担当教貝

学習方法：各施設にて実習

学習課題：具体的事項は各施設

の指導担当者と

相談してきめる

担当教員：各施設の指導担当者

（管理栄蓑士）

【使用図書】 く書名＞

教科書

参考書

その他の資料

【評価方法】

学生が提出する報告書
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【屈修上の留意点】

臨床栄蓑学実習IIと異なり、自分でテーマを決めて重点的な実習を行う。
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